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周辺風景との親和性を創出

工事概要

自立支援介護で健康的な暮らしを
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個
室
と
多
床
室
の
ハ
イ
ブ
リ

ド
型
特
養
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施
工
の
ポ
イ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
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採
用
し
短
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期
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応
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桐
和
会
グ
ル

プ
が
整
備
を

進
め
て
い
た
特
別
養
護
老
人
ホ


ム
の
﹁
タ
ム
ス
さ
く
ら
の
杜

新
井
宿
﹂
︵
埼
玉
県
川
口
市
︶

と﹁
タ
ム
ス
さ
く
ら
の
杜
市
川
﹂

︵
千
葉
県
市
川
市
︶が
完
成
し


４
月
１
日
に
開
業
す
る

さ
く

ら
の
杜
新
井
宿
は

個
室
と
多

床
室
の
ハ
イ
ブ
リ

ド
型

さ

く
ら
の
杜
市
川
は
全
室
個
室

で

閉
鎖
的
な
従
来
の
特
養
の

イ
メ

ジ
を
払
拭
す
る
ス
タ
イ

リ

シ

で
明
る
い
デ
ザ
イ
ン

が
特
徴
だ

設
計
は
と
も
に
奥

野
設
計
で

施
工
は
さ
く
ら
の

杜
新
井
宿
を
東
武
建
設

さ
く

ら
の
杜
市
川
を
新
日
本
建
設
が

担
当
し
た


　川口市新井宿は大宮台地の上に位置し、草花や植木の栽培が盛
んな地域です。鎌倉街道中道を前身とする江戸時代の代々将軍が
日光東照宮へ社参するための専用道路である日光御成道が通って
おり、現在でも首都高速、東北道、東京外環道を接続する川口ジ
ャンクションがあるという交通上重要な場所でもあります。
　建設地は前記した川口ジャンクションの程近く、首都高速川口
線沿いに位置します。既存の間知積擁壁の上にあり、南側は目の
前に高速道路、その他の方位は戸建て住宅や畑に囲まれた、スケー
ルの変位が大きく、土木構築物と自然の間に挟まれたような場所
です。これらの土地の状況を背景に、どのような建築のあり方が
ふさわしいかを模索しました。

　柱と梁を外周部に設けるアウトフレームの構造形式を採用しま
した。外部に表れた柱梁の均一な構造グリッドにより間口が
ｍに近いボリュームをリズミカルに分節し、周囲とのスケール感
を調整しています。また、そのドライな構成により高速道路など
の土木構築物がある地域の風景と、ある種の親和性のようなもの
を生んでいます。
　建物用途は床の個室（ユニット型）、床の多床室（従来
型）からなる床の特別養護老人ホームです。敷地形状にあわ
せ、ワンフロアにユニット型と従来型を配置する計画としました。
特別養護老人ホームの設置基準をクリアし、機能面を満たした上
で、デザイン性や施工性を確保できる×の構造モジュー
ルを導き出し、それに基づき全体を構成することで、建築として
の統合を図ることができました。
　高齢化社会における需要に資する建築として地域に根差してい
ってほしいと思っています。

株式会社奥野設計

ダイニング

地域交流スペース

■工　事　名　称：社会福祉法人桐和会（仮称）新井宿さくらの杜新築工事
■工　事　場　所：埼玉県川口市新井宿番
■建　築　主：社会福祉法人桐和会
■敷　地　面　積：，㎡
■建　築　面　積：，㎡
■延　床　面　積：，㎡
■構　　　造：ＲＣ造
■階　　　数：地上３階
■設計・監理：株式会社奥野設計
■施　　　工：東武建設株式会社
■工　　　期：年１月日～年１月日

北面外観

　
｜
｜
桐
和
会
グ
ル

プ
の
概
要
を
説

明
し
て
下
さ
い


　
﹁
当
グ
ル

プ
は

１
９
９
３
年
に

か
か
り
付
け
医
と
し
て
総
合
診
療
を
行

う
ク
リ
ニ

ク
を
東
京
都
江
戸
川
区
に

開
設
し
た
の
を
皮
切
り
に

認
知
症
専

門
病
院

療
養
病
院

リ
ハ
ビ
リ
テ


シ

ン
病
院
特
別
養
護
老
人
ホ

ム


病
児
保
育
室

認
可
保
育
園

乳
児
院

な
ど

高
齢
社
会
の
進
展
や
共
働
き
世

帯
の
増
加
と
い

た
社
会
の
変
化
と
時

代
の
ニ

ズ
に
応
え
た
多
様
な
医
療
・

福
祉
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す

発
足

以
来
一
貫
し
て

利
用
者
様
の
目
線
に

立

た﹃
や
さ
し
い
医
療
・
介
護
ケ
ア
﹄

﹃
真
に
必
要
な
医
療
・
介
護
ケ
ア
サ


ビ
ス
﹄
を
提
供
し
て
い
ま
す
﹂

　
｜
｜
桐
和
会
グ
ル

プ
の
特
養
運
営

の
考
え
方
は


　
﹁
当
グ
ル

プ
の
特
養
は

自
立
支

援
型
介
護
を
基
本
と
し
て
い
ま
す

健

康
的
な
生
活
の
源
は
歩
く
こ
と
で
す


歩
行
が
困
難
な
方
に
も
で
き
る
だ
け
体

を
動
か
す
機
会
を
設
け
る
こ
と
で


﹃
お
む
つ
ゼ
ロ
・
ト
イ
レ
で
排
泄
で
き

る
・
下
剤
ゼ
ロ
﹄を
実
践
し
て
い
ま
す


自
立
支
援
だ
け
で
は
な
く

入
居
者
様

の
尊
厳
の
確
保
と
認
知
症
予
防
に
も
つ

な
が

て
い
ま
す

新
た
に
オ

プ
ン

す
る
タ
ム
ス
さ
く
ら
の
杜
新
井
宿
は
埼

玉
県
内
で
６
施
設
目

タ
ム
ス
さ
く
ら

の
杜
市
川
は
当
社
グ
ル

プ
初
の
千
葉

県
内
の
施
設
で

都
内
の
４
施
設
を
あ

わ
せ
計

施
設
と
な
り
ま
す
﹂

　
｜
｜
二
つ
の
新
特
養
の
特
徴
は


　
﹁
タ
ム
ス
さ
く
ら
の
杜
新
井
宿
は


従
来
型
多
床
室
と
ユ
ニ

ト
型
個
室
で

構
成
さ
れ
る
当
グ
ル

プ
唯
一
の
ハ
イ

ブ
リ

ド
型
特
養
で
す

ご
自
身
の
状

況
に
合
わ
せ
た
個
別
ケ
ア
を
受
け
た

い

他
の
入
居
者
様
と
一
緒
に
過
ご
し

た
い

な
ど
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
あ
わ

せ
て
居
室
を
選
択
で
き
ま
す

急
な
体

調
不
良
や
異
変
時
に
は

当
グ
ル

プ

の
川
口
さ
く
ら
病
院
が
対
応
し
ま
す


全
室
ユ
ニ

ト
型
個
室
で
構
成
さ
れ
る

タ
ム
ス
さ
く
ら
の
杜
市
川
は

リ
ハ
ビ

リ
に
力
を
入
れ
た
特
養
に
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す

近
隣
に
は
タ
ム
ス
市
川

リ
ハ
ビ
リ
テ

シ

ン
病
院

タ
ム
ス

浦
安
病
院

東
京
さ
く
ら
病
院
の
三
つ

の
グ
ル

プ
病
院
が
立
地
し
て
お
り


常
時

入
居
者
様
を
支
え
ら
れ
る
体
制

を
整
え
て
い
ま
す
﹂

　
｜
｜
オ

プ
ン
に
向
け
た
思
い
を


　
﹁
両
施
設
と
も
一
見
し
た
限
り
で
は

特
養
と
わ
か
ら
な
い
ス
タ
イ
リ

シ


な
外
観
で

街
並
み
に
新
し
い
景
観
を

創
出
し
て
い
ま
す

建
物
内
部
は

自

然
光
を
積
極
的
に
採
り
入
れ
た
明
る
く

心
地
良
い
空
間
に
仕
上
げ
て
い
ま
す


斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
を
提
案
し
て
い
た
だ

い
た
設
計
者
の
奥
野
設
計
様

丁
寧
な

施
工
を
手
が
け
て
い
た
だ
い
た
東
武
建

設
様

新
日
本
建
設
様
に
お
礼
申
し
あ

げ
ま
す

入
居
者
様
に
は

安
全
・
安

心
で
良
質
な
暮
ら
し
を
享
受
し
て
い
た

だ
く
と
と
も
に

コ
ロ
ナ
禍
終
息
後
に

は
地
域
の
方
々
と
の
交
流
の
場
と
し

て

ご
近
所
の
皆
さ
ま
に
気
軽
に
立
ち

寄

て
い
た
だ
け
る
施
設
運
営
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
﹂


Interview

エントランスロビー 個室（ユニット型） 多床室

　
現
場
は

首
都
高
速
川
口
線
の
新
井

宿
乗
り
口
に
面
す
る
敷
地

建
物
は
歩

道
に
沿

た
横
長
の
形
状
で

資
材
の

落
下
・
風
散
防
止

交
通
事
故
防
止
な

ど
に
努
め

車
両
や
歩
行
者
な
ど
の
第

三
者
災
害
の
な
い
現
場
運
営
を
徹
底
し

た


　
敷
地
条
件

工
程
に
合
わ
せ
た
仮
設

計
画
を
作
成
し

最
適
な
揚
重
設
備
を

採
用

延
床
面
積
が
６
５
７
０
平
方


の
規
模
の
割
に
は
短
め
の

カ
月
の
工

期
に
対
応
す
る
た
め

躯
体
工
事
で
は

シ
ス
テ
ム
化
を
採
り
入
れ
た


　
昨
年
来
の
コ
ロ
ナ
鍋
の
最
中
で

職

員
の
健
康
管
理
が
よ
り
重
要
な
課
題
と

な

た
が

現
場
入
場
時
の
検
温
・
消

毒

マ
ス
ク
な
ど
の
感
染
予
防
策
を
講

じ

職
員
と
協
力
業
者
が
協
力
し
て
一

体
と
な

て
作
業
の
継
続
化
に
取
り
組

ん
だ


　
竣
工
を
迎
え
東
武
建
設
の
手
塚
再
起

所
長
は
﹁
諸
条
件
の
厳
し
い
中
に
あ


て
事
故
を
起
こ
さ
ず

高
品
質
な
施
工

を
実
現
で
き

桐
和
会
様

奥
野
設
計

様

補
助
事
業
関
係
者
様

協
力
業
者

の
皆
さ
ま
に
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
﹂
と
謝
辞
を
述
べ
る



